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日
時
　
12
月
24
日
（
火
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所
　
み
と
よ
未
来
創
造
館

講
師
　
N
P
O
法
人

　
　
　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
コ
ラ
ボ

　
　
　
代
表
理
事
 堀
田
 真
奈
 氏

　演
題
 「
企
業
は
働
く
人
の
多
様
性

　
　
　
に
ど
う
向
き
合
う
か
？
」

対
象
　
市
内
事
業
所
の
経
営
者
、

　
　
管
理
職
の
ほ
か
、
男
女
共
同

　
　
参
画
に
興
味
の
あ
る
市
民

め
ざ
せ

男
女
共
同
参
画
社
会

女
性
活
躍
推
進
法
の

　
　概
要
と
そ
の
重
要
性

　
女
性
活
躍
推
進
法
は
、
女
性
が

職
業
生
活
に
お
い
て
そ
の
能
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

2
0
1
6
年
に
施
行
さ
れ
、
企
業

に
は
女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け
た

行
動
計
画
の
策
定
と
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
女
性
活
躍
推
進
法
の
目
的
は
、

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備

し
、
男
女
間
の
不
平
等
を
解
消
す

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
企

業
の
生
産
性
向
上
や
多
様
な
人
材

の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
企
業
が
女
性
活
躍
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
社
会
全
体
の
活
力

が
向
上
し
、
持
続
可
能
な
経
済
成

長
が
実
現
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
も
こ
の
取
り
組
み
を
支

援
し
、
よ
り
良
い
社
会
の
実
現
に

貢
献
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー

市営墓地の使用者を募集しています

　
詫
間
中
央
霊
園
の
使
用
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
環

境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　詫
間
中
央
霊
園

資
格
要
件

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
市
内
に
本
籍
が
あ
る
人

　
②
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

　
　
住
ん
で
い
る
人

※
申
請
書
は
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

※
募
集
区
画
の
場
所
な
ど
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

日
時
　
12
月
22
日
（
日
）

　
　
　
午
前
７
時
〜
９
時

場
所

•
み
と
よ
未
来
創
造
館
前
駐
車
場

•
山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

•
市
民
セ
ン
タ
ー
三
野
前
駐
車
場

•
豊
中
支
所
前
駐
車
場

•
三
豊
警
察
署
詫
間
交
番
裏
駐
車
場

•
市
民
セ
ン
タ
ー
仁
尾
運
河
沿
い

　
職
員
駐
車
場

•
財
田
支
所
前
駐
車
場

品
目
と
出
し
方

新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

紙
パ
ッ
ク

　
　
品
目
ご
と
に
紙
ひ
も
で
十
字

　
に
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

布
類

　
　
必
ず
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋

　
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
濡
れ
た
り
汚
れ
た
り
し
て
い
る
布

類
、
中
綿
の
入
っ
て
い
る
も
の

（
座
布
団
な
ど
）
は
回
収
で
き
ま

せ
ん
。

くらし

▲

問い合わせ　環境衛生課　☎73-3007
紙類・布類の持ち込み回収を行います

No.103

じ
ん
け
ん
探
訪
108

外
国
人
の
人
権

　
２
０
２
２
年
末
、
在
留
外
国
人
数
は
、
全

国
で
３
０
０
万
人
（
前
年
末
比
31
・
４
万
人

増
）
を
超
え
、
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い

ま
す
。

　
県
内
の
状
況
は
、
１
万
５
千
人
で
、
ベ
ト

ナ
ム
25
％
、
中
国
19
％
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
15
％
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
12
％
、
韓
国
５
％
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
働
く
外
国

人
は
約
１
万
人
で
、
そ
の
う
ち
、
技
能
実
習

生
は
約
５
千
人
い
ま
す
。

技
能
実
習
制
度

　
外
国
人
に
日
本
の
技
能
を
教
え
、
母
国
の

発
展
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
の
滞
在
期
間
は
５
年
で
、
受
け
入

れ
可
能
な
職
種
は
80
種
類
、
受
け
入
れ
国
の

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
実
習
生
に
と
っ
て
は
技
術
移
転
、
日
本
に

と
っ
て
は
人
材
確
保
と
い
う
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
外
国
人
労

働
者
を
取
り
巻
く
問
題
は
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
長
時
間
労
働
や
低
賃
金
、
劣
悪
な
労
働
環

境
の
原
因
の
多
く
は
、
外
国
人
労
働
者
に
対

す
る
人
権
意
識
の
低
さ
で
す
。
彼
ら
の
権
利

を
無
視
し
て
単
な
る
労
働
力
と
し
て
捉
え
て

い
る
こ
と
が
、
数
々
の
課
題
を
引
き
起
こ
し

て
い
ま
す
。

　
県
内
で
も
2
0
1
6
年
に
香
川
労
働
局

が
監
督
指
導
に
入
っ
た
技
能
実
習
生
が
働

く
１
３
２
事
業
所
の
う
ち
、
74
％
で
労
働
基

準
法
違
反
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
な
ど
の
「
違
い
」
を
超
え
て

　
言
葉
や
文
化
、
価
値
観
な
ど
の
違
い
は
、

１
つ
の
物
事
を
多
角
的
に
見
る
た
め
の
選
択

肢
の
１
つ
で
す
。
多
様
な
見
方
・
考
え
方
で

視
野
が
広
が
っ
た
り
、
心
が
豊
か
に
な
っ
た

り
す
る
と
考
え
ま
す
。

　
も
し
、
言
葉
や
生
活
習
慣
、
文
化
が
異
な

る
人
々
が
一
緒
に
生
活
し
て
も
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
違
い
を
認
め
合
え
れ
ば
「
多
文

化
共
生
」
と
い
う
価
値
観
に
つ
な
が
り
、
結

果
と
し
て
、
外
国
人
の
人
権
擁
護
に
も
な
る

と
考
え
ま
す
。

　「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
」
の
一
点
張
り

で
は
な
く
、
多
様
な
も
の
を
受
け
入
れ
新
た

な
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
、
住
み
よ
い
社
会

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

11/310/20

朝
日
山
森
林
公
園

山
本
ふ
れ
あ
い
公
園

朝日山森林公園秋まつり
　獅子舞や子ども太鼓の奉納が行われ、秋の実りに感
謝しました。会場では、地元の野菜や果物の販売のほ
か、射的やスタンプラリーなどもあり、子どもたちも楽
しんでいました。

　市内外のよさこいチームの演舞や子どもたちのダンス
が披露されたほか、伝統の盆踊りや長刀の舞も復活し、
20回目の祭りを盛り上げました。

▲

申し込み・問い合わせ　環境衛生課　☎73-3007

所在地：詫間町詫間7053番地4

募集

第20回 やまもと爽郷祭り
さっさ

▼
問
い
合
わ
せ
 人
権
課
 ☎
73
・
３
0
0
8

　12
月
４
日
（
水
）
〜
10
日
（
火
）
は
、

「
第
76
回
人
権
週
間
」
で
す
。
全
て
の
人

が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
、
平
和
で
豊

か
な
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
人
権
課
　
☎
73
・
３
０
０
８

ほ
っ
た
　
 ま
　な

ご
う
　
　
　
　
　
　
　
 ごう

なぎなた

詫間中央
霊園

●
詫間保育所

●マリンウェーブ

至

 JR
詫
間
駅

至

 荘内
半
島

老人ホーム
たくま荘▲募集の

　詳細は
　こちらから


